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市民活動にュースはこちらにあります！

【地域の市民活動センター等】津市市民活動セ
ンター（津市大門7-15　津センターパレス3
階）／オールウェイズ（津センターパレス1階）
／津中央郵便局ボランティアコーナー（津市中
央）／（有）デザインオフィス萩野（津市大谷町
301-1）／市民活動情報ネットワークすずかの
ぶどう（鈴鹿市白子駅前18-15）／南勢町市
民活動室連絡協議会（南勢町五ヶ所浦3917
町民文化会館内）／特定非営利活動法人伊勢
志摩ＮＰＯネットワークの会（伊勢市一色町2）
／鳥羽ＮＰＯネットワークセンター・結（鳥羽市
鳥羽1-3-8）／特定非営利活動法人みえきた
市民活動センター（桑名市中央町1-8東和ビ
ル内）／四日市市市民活動センター（四日市市
蔵町4-17）／寺子屋プロジェクト（四日市市
天ヶ須賀4丁目9-19）／ウィリアム　テルズ・
アップル　まちづくりセンター（上野市小玉町
3045-1）／みえ市民活動ボランティアセン
ター（津市羽所町700アスト津3階）／上野市
中央公民館／上野市立図書館／上野市民ITサ
ポートセンター（（特）平成・伊賀＠ＬＡＮ事務
所）／上野青年会議所／名張市立図書館／名
張青年会議所／皇学館大学名張キャンパス／
名張市総合福祉センター／エコリゾート赤目の
森（名張市上三谷268-1）／明和町市民活動
サポートセンター（明和町馬之上944-5）／松
阪大学（松阪市久保町1846）／松阪市市民
活動センター（松阪市日野町788）／名張市
市民活動センター（名張市夏見2812）
【地域の社会福祉協議会】県内69の市町村社
会福祉協議会
【金融機関】百五銀行各店／三重銀行各店／東
海労働金庫各店
【行政機関等】三重県庁県民ホール（津市広明
町13）／三重県地域機関（各県民局）（桑名、
四日市、鈴鹿、津、久居、松阪、南勢志摩、伊賀、紀
北、紀南）／三重県民サービスセンター（情報公
開窓口）／三重県総合医療センター／三重県
立一志病院／三重県立志摩病院／三重県立こ
ころの医療センター／斎宮歴史博物館／三重
県立博物館／三重県立図書館／三重県生涯学
習センター／三重県男女共同参画センター『フ
レンテみえ』／三重県人権センター／三重県身
体障害者総合福祉センター／三重県環境学習
情報センター／各市町村役場

平成16年9月25日発行
通巻70号

情報をお寄せください。市民がつくる市民活動の情報です。
ホームページ版、朗読テープ版もあります。お気軽にお問い合わせください。

先日紀伊半島沖で大きな地震がありました。県内で震度5弱を記録したところもありました。揺れはと
ても長く感じ、不安で眠れなかった方も多かったのではないでしょうか。偶然にも、その地震が起こった日
は、三重県総合防災訓練があった翌日でした。
その総合防災訓練の中で、私は会場に来ていた方たちへのアンケートを行いました。現在の防災対策

などについて伺ったのですが、さすがに防災訓練に来ていた方々だけに、比較的意識は高く、備えをしっか
りされている方も多かったように思います。
ただ、地震を経験したことのない外国の方はかなり不安だったようで、地震のあと、「本当に怖かった」

と言っていました。中には屋内では危険だから外で寝ると言った方もいたそうです。また、ある町では、地
震直後に高齢者から「自分一人では避難ができないから迎えに来てくれないだろうか」と役場に電話がか
かってきたそうです。さらに別の町では、避難所まで車で避難してきた人が多く、避難所周辺で路上駐車
が目立ったという話も聞きました。
地震をはじめとする災害については、ニュースなどでも取り上げられる機会が増えたため、全体的に防

災意識は高くなってきていると言われています。しかし、一方で、情報が届かない人たちや自由に動くこと
ができない人は取り残されていたり、正しい理解が得られていない部分があったりするということがわか
りました。こうした事例を教訓に、地域の住民やボランティアとともに、小地域での助け合いや防災意識の
啓発などをさらにすすめていく必要があるのでしょうね。
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地域通貨「Jマネー」を使って、市民（個人、企業、団体など）からの寄付を募る資金サポートのシステム循
環者ファンド（愛称：Jファンド）が稼動を始めました。Jファンドに登録していただきますと、Jファンド事務
局はホームページや人目につきやすい場所で登録団体の情報を公開したり、ニュースレターなどで広報
して市民からの寄付を募っていきます。ＮＰＯへの寄付は、団体情報を吟味した市民が寄付先の団体を指
定して行われ、事務局経費の20％を差し引いた残りがそのまま指定団体に渡されます。そのとき寄付者
には、Jファンド事務局から寄付額に相当する「Jマネー」（1円＝1J）がお礼として渡され、Jファンドに協
力を表明していただいた事業所（商店、企業など）で支払いの一部として利用することができるほか、個人
間の助け合いのお礼などにも自由にご利用いただくことができます。
●登録の対象となる団体／次の1～8のすべてに該当するＮＰＯ。法人格の有無は問いません。
1、原則として三重県において活動している団体であること。／2、非営利団体であること。／3、不特定か
つ多数の者に対する公益的な活動を行う団体であること。／4、宗教の教義を広め、儀式行事を行い、及び
信者を教科育成することを主たる目的とする団体でないこと。／5、政治上の主義を推進し、支持し、また
はこれに反対することを主たる目的とする団体でないこと。／6、特定の公職の候補者もしくは公職にあ
る者又は政党を推進し、支持し、又はこれらに反対することを目的とする団体でないこと。／7、団体とし
ての活動実績を6カ月以上有すること。／8、その他、理事会が定める条件に該当すること。
●登録方法／ホームページhttp://j-fund.web.infoseek.co.jpから登録してください。
市民からの寄付は10月1日（金）よりスタートします。企業などからのまとまった額の寄付も予想されま
すので、登録をご希望の団体はお早めにご登録ください。
●説明会／10月6日（水）PM2：00～PM3：00　四日市市市民活動センター
●問い合わせ先／510-0093　四日市市本町6-2（こらぼ屋内）　Jファンド事務局
Tel.0593-57-5657

NPOの資金サポートシステム循環者ファンド（愛称：Jファンド）が
団体登録をスタート

「協働ってなに？」
最近やたらと協働が全国的に流行っていて、何を重要視しているのか気になって見てみると、要はお互

いの対等性・信頼性と事業の透明性を謳っているようです。
「対等性」「信頼性」「透明性」を謳うだけではなく、相手との建設的なコラボレーションによって生み出
された「じっとしていられない動的な情報」があってこそ、そして結果的に「問題解決力」が備わるという
作用があってこそ、はじめて「協働」と言えるのではないでしょうか？
協働とは“まちのプロジェクト”！協働に関わる機関や団体は“プロジェクトパートナー”（上も下もない一

構成員）！
協働作業とは“コラボレーション”！そこから生まれるものは“じっとしていられない情報”！わくわくして

くるプロジェクトメンバー！おもわず混じりたくなる周りの人！寄ってらっしゃい見てらっしゃい！…ってなった
らいいなぁ（笑）。
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●とき／9月25日、10月2・16・30日、11月13・27日（土）
PM7：00～PM9：00
●ところ／北東地区コミュニティセンター　※変更有
●参加費／全講座・1家族5000円
1講座のみ参加・1家族1000円（資料代、消費税込）
●内容／住宅展示場やテレビ・雑誌・インターネットなどで、住宅関連
の情報を入手される方がほとんどですが、これでは興味のあること
に情報が偏ってしまいがちです。そこで、現在、活躍中の亀山市、鈴
鹿市、四日市市の設計士、大工、工務店が集まり、一人でも多くの施
主さんの笑顔が見たいという思いのもと開催しているのが亀山すま
い塾です。メンバーが講師となり、バランス良く効率よく、後悔しな
い住まいづくりのポイントを教えます。講座はすでにスタートしてい
ますが、途中からの参加もＯＫです。
●申込・問い合わせ先／519-0111　亀山市栄町萩野1488-
185　亀山すまい塾事務局　なかの材木（担当：多田）
Tel.0595-83-1596　Fax.0595-83-1818
E-mail　n.lumber@za.ztv.ne.jp
ホームページ　www.alfa-system.net/sumai

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●とき／10月11日（祝・月）AM9：00～PM5：00
●ところ／県営鈴鹿スポーツガーデン
●内容／水泳場では、シドニーオリンピック背泳銀メダリスト中村真
衣選手を迎え、模範泳法・泳法指導を行います。
【水泳場】
・プールの無料開放（サブ・メインプール）AM9：00～PM4：30
・中村選手によるトークショー（会議室）AM10：00～AM11：30
・中村選手による模範泳法・泳法指導（メインプール）
PM1：00～PM2：00●とき／10月2日（土）AM11：00～PM7：00

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●とき／10月2日（土）PM1：00
●ところ／みえ県民交流センター　ミーティングルーム3・4
（津駅前アストビル3Ｆ）
●内容／自衛隊を合憲にするように九条を変えよう、という議論も
あります。しかし、日本国政府は、自衛隊の存在は憲法九条の下で合
憲であり、PKO活動などの「国際貢献」にも参加できるけれども、ベ
トナム戦争やイラク戦争のような海外での戦闘行為を行うことはで
きない、と説明してきました。したがって、九条を改正することは、
「自衛隊を合憲にする」ことを超えて、海外での武力行使を合憲にし
てしまうでしょう。この半世紀の間、憲法九条は、わたしたちの平和
な生活を守ってきました。この事実を直視することなしに、国の根本
原理を放棄することは、将来のわたしたちの生活に望ましくない結
果をもたらすことになるでしょう。今必要なのは、市民一人ひとりが、
将来の日本社会を真剣に考え、声を上げる勇気を持つことです。
「みえ九条の会」は、日本国憲法九条の明文改正を拒否する意志を
もっている方であればどなたでも歓迎します。
●申込・問い合わせ先／三重大学人文学部・寺川研究室
Tel.＆Fax.059-231-9168　E-mail　art9mie@excite.co.jp
（添付ファイルでの送信は避けてください）

●とき／10月3日（日）AM11：00～PM3：00（雨天決行）
●ところ／ゆとりの丘（多気郡勢和村・勢和図書館隣り）　
●出店料／1400円（2.5×2.5ｍ　50ブース）
●内容／シャープの液晶テレビが当たるスタンプラリー、音楽ステー
ジ、相可高校の飲食販売など、毎年恒例のイベントです。このなかの
コーナー事業としてクラフト作品や手作り品を販売するクラフトフ
リーマーケットを開催します。
●持ち物／机、台車、テントなどは各自で。
●応募締切／実施日の1週間前（空きがあれば受付）
●申込方法／氏名、住所、電話、Fax、主な出展内容をメールで送信。
●申込・問い合わせ先／チャンネルＭ・フリマ担当
E-mail　ch-m@m5.dion.ne.jp
●主催／櫛田川デー実行委員会

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●成立した特定非営利活動法人(登記年月日)
特定非営利活動法人　博要の丘（16年7月20日）
特定非営利活動法人　あかいほ（16年7月28日）
特定非営利活動法人　まごころネットワーク・囲炉裏（16年8月5日）
（平成16年8月11日～平成16年9月9日届出分）

●認証申請団体
（1）名称（2）代表者氏名（3）法人事務所の所在地

（1）まちづくり桐ヶ丘（2）山崎昇（3）名賀郡青山町桐ヶ丘3丁目333番地
（1）Ｄｉｓｃｏｖｅｒ　Ｈｉｇａｓｈｉ－Ｋｉｓｈｕ（2）野口桂司（3）南牟婁郡御浜町阿田和
5014番地の65
（1）三重ダアマ・ヨーガ道会（2）金森篤子（3）四日市市新正4丁目11番地16号

(平成16年8月11日～平成16年9月9日申請分)

特定非営利活動法人（NPO法人）申請は3団体ありました。引き
続き、認証申請を受け付けています。
申請のあった団体と成立した法人を紹介します。なお、関係書類は三重県生
活部NPO室及び各県民局生活環境森林部に備え置いてあります。

特定非営利活動法人認証申請団体と成立団体のお知らせ

みえ市民活動ボランティアセンター利用ルールの改正について9月
2日運営委員会で了承されましたのでお知らせします。
◆予約時期が変更になります。
市民活動団体の予約は、現在の3ヶ月前を6ヶ月前に変更します。た
だし、イベント情報コーナーは、1ヶ月前になります。
◆利用届出書の提出が必要になりました。
イベント情報コーナーとミーティングルームは、利用届出書が必要に
なりました。届出書は、受付か当センターのホームページで入手でき
ます。受付は、受付窓口、ファックス、電子メールで受け付けます。
◆利用目的により制限します。
趣味、サークル、各種教室の場合は、利用できません。イベント情報
コーナーは、イベント、展示、会議、講演に限って利用が可能です。会
議はなるべく交流スペースを利用していただき、ミーティングルー
ムは特別な配慮が必要な内容のものに限ります。
その他の詳細、不明な点につきましては、市民活動ボランティアセン
ター受付までお問い合わせください。
●問い合わせ先／みえ市民活動ボランティアセンター
Tel.059-222-5995　Fax.059-222-5971
E-mail　center@mienpo.net
ホームページ　http://www.mienpo.net/center/

【みえ県民交流センター運営委員会からのお知らせ】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第1部　AM11：00～PM5：15　トーク＆ディスカッション
第2部　PM5：30～PM7：00　交流会
●ところ／じばさん三重6階ホール（四日市市安島1-3 -18　
Tel.0593-53-8100）
●参加費／第1部無料、第2部1500円（交流会経費）
●内容／「50年後の文化県みえを語る」をテーマに、県民の皆さん
が日本文化デザインフォーラムのメンバーとともに幅広い視点から、
あすの三重の文化を自由に語り考える場です。当日はコーディネー
ターに三重大学人文学部教授の渡邊明さんを迎えるほか、多彩なパ
ネリストの参加を予定しています。ちなみに、日本デザインフォーラ
ムとは、文学、哲学、建築、評論など多彩な分野から専門家約150人
が自発的に集まった団体です。狭義のデザインを超え、社会や文化
に新しい角度から働きかけるいとなみをデザインと捉え、来るべき
時代のあり方について考えるなど、様々な活動を行っています。な
お、第1部来場の方には軽い昼食を用意しています。
●募集人数／30人程度（応募者多数の場合は抽選）
●応募締切／9月24日（金）
●申込方法／E-mail、ハガキ、Faxにて、住所・氏名・年齢・所属団体・
電話・参加予定時間を明記し、下記まで。
●申込先／514-8570　津市広明町13番地　生活部文化振興室
「8耐！文化トーク＜北勢＞係」　Te l . 059 -224 -2646　
Fax.059-224-2408　E-mail　bunka@pref.mie.jp
●主催／日本文化デザインフォーラム、三重県　
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●とき／10月 11日（月・祝）PM1：00～PM4：00
●ところ／松阪駅近鉄側改札口集合（車に分乗して移動）
●参加費／無料
●内容／祓川は一級河川櫛田川の派川で、櫛田川のもともとの本流
という説もあります。沿川には斎宮跡があり、かつては斎王が禊を
行ったと伝えられています。この歴史が深く、河畔林の残る自然ゆた
かな祓川を、櫛田川分流堰から河口まで観察します。講師は京都大
学大学院理学研究科の北村淳一さんです。
●申込・問い合わせ先／川づくり会議みえ（事務局：久世憲志）
Tel.090-5637-0727 E-mail　kuze2@bronze.ocn.ne.jp

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●とき／10月17日（日）AM10：00～PM3：00
●ところ／ゆめドームうえの（第1競技場）及び競技場前広場（上野
市ゆめが丘一丁目1番地の3）
●内容／生産者（農業・林業者等）、消費者との交流を通して伊賀の
魅力を認識。主な催しは伊賀地域の農林産物等を利用した体験、伊

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●とき／10月17日（日）PM1：30～PM4：00
●ところ／鈴鹿市ふれあいセンター
（鈴鹿市南玉垣町　Tel.0593-86-3704）
●参加費／1000円　●募集人数／70人
●内容／講師は最重度自閉症男児の母であり、ノーマライゼーション
イベントコーディネーター、堺おもちゃ図書館の代表である小田多佳
子さん。テーマは「最重度自閉症児との暮らし～やんちゃなやあく
ん、町を歩く　気ままな母さん、我が道をゆく～」です。
●申込・問い合わせ先／亀田佳子　Tel.0593-88-7856
Fax.0593-88-7857　E-mail　HZA04713@nifty.ne.jp

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●とき／10月13、27日（水）PM7：00～PM8：00
●ところ／名張産業振興センター アスピア　●参加費／無料
●内容／13日は『“パニック障害“って？』。誰もが結構身近に感じ
ているこの病気｡今回は“パニック障害ってなんだろう？”と言うとこ
ろから､一緒に考えてみましょう！27日は『昭和の日中関係』をテー
マに、日中戦争から日中友好条約までの日本と中国の関係を当時の
時代背景を織り交ぜて楽しく分かりやすくお話しします！
●申込・問い合わせ先／名張市平尾3068-12 ＫＡＪＩＴＡ ＢＬＤＧ.2
階　特定非営利活動法人ハートバランス研究所（担当：西川）
Tel.0595-62-1717　Fax.　0595-62-1719
E-mail　m_nishikawa@heartbalance.jp
ホームページ　http://www.heartbalance.jp

●とき／10月15日（金）PM6：00受付開始
PM6：30～PM9：00
●ところ／名古屋国際センター 第2研修室（3階）
●参加費／一般　各回1000円（全3回参加 2000円）
学生・会員　各回500円（全3回参加 1000円）
●内容／現在、世界中には様々な理由で難民となっている人々が大
勢います。では、難民とは一体どんな人たちのことでしょう？また、日
本ではどのように難民の人たちを受け入れているのでしょう？実際
にビルマからの政治難民として日本で暮らしているココラットさんと
なぜ難民になったのか、日本での苦労、現在の活動、他国にいるビル
マ難民の生活などについて語り合います。世界が平和になるために
難民問題について一緒に考えましょう！
●主催・申込・問い合わせ先／462-0822　名古屋市北区東大曽
根町本通り3-676　特定非営利活動法人 地域国際活動研究セン
ター（CDIC） Tel.&Fax.052-917-4590
E-mail　ccdi@nifty.com
ホームページ　http://homepage3.nifty.com/ccdi/

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●とき／10月23日（土）PM1：30～PM3：30
●ところ／アスト津3Ｆイベント情報コーナー
（津市羽所町700）
●参加費／入場無料（事前予約不要）
●内容／科学技術振興センターが日頃取り
組んでいる研究内容や科学技術について、
県民の皆さんにわかりやすく解説します。今
年度2回目となる第6回は、水辺環境に関わ
る3つの話題にスポットをあてます。自然の
力を利用した生活排水の浄化や簡単にでき
る河川の水質チェック方法、さらに環境に配
慮した最近のコンクリート材料とその利用例
を皆さんに紹介します。
●主催・問い合わせ先／四日市市桜町3690－1　鈴鹿山麓研究学
園都市センター内　三重県科学技術振興センター総合研究企画部
研究企画グループ　Tel.0593-29-3620
（当日に限り　090-7954-2664）　Fax.0593-29-8017
ホームページ　http://www.mpstpc.pref.mie.jp/

●とき／10月23日（土）PM2：30開場、PM3：00開演
●ところ／鈴鹿国際大学　G棟1階　国際文化ホール
●参加費／無料（250席・自由席）
●内容／総観客動員数5万人を超えた
感動のステージが三重県初上陸！難民
キャンプで医療活動を続ける医師が、
自作の歌・ギター演奏・スライドと共に
いきいきと弾き語る「コンサート・ス
テージ」。世界で起きている様々な出
来事を、講演形式ではなく、音楽と大画
像、語りと曲で構成する新しいタイプの
国際協力活動紹介です。なお、当日は
鈴鹿国際大学の学園祭「NGOサミット
in 鈴国大2004」が同時開催されています。
●主催・問い合わせ先／（財）三重県国際交流財団
Tel.059-223-5006

演奏中の医師・桑山さんと
イラクの少女

・鈴鹿医療科学大学加藤先生による講義（会議室）正午～PM4：00
・健康体力測定（会議室）正午～PM4：00
・飛込体験教室（飛込プール）AM10：30～正午/PM2：00～
PM3：30
※小学2年生以下は保護者同伴、スイミングキャップが必要、PM4：
00最終入場
●問い合わせ先／Tel.0593-72-2250
【庭球場】
・テニスコートの無料開放（屋外コート12面）AM9：00～PM5：00
・スポンジテニス体験（シェルターコート）PM1：00～PM5：00
●問い合わせ先／Tel.0593-72-2285
【サッカー・ラグビー場】
・フットサルコートの無料開放（第4グラウンド）
AM10：00～PM3：00
・簡単ラグビーゲーム等（第3グラウンド）AM9：30～PM3：00
●問い合わせ先／Tel.0593-72-2511

賀地域の農林産物等の販売、展示です。
【こんがりおいしい香りのコーナー】伊賀牛の串焼き販売、さつまい
もの焼き芋試食、フランク屋台、発芽玄米酵母生地のパンづくりなど
【青空市コーナー】地元の青空市・直売所が大集合！　地元産の野菜
や花、花苗、茶、伊賀米、卵、漬物などの販売
【食の体験コーナー】もちつき大会、炊きたて伊賀米でのおにぎりづ
くり、クレープづくり、伊賀酒きき当て、パスタづくり、ポップコーンづ
くりなどの体験
【木と緑の体験コーナー】木工体験、フラワーアレンジメント、寄せ植
え、生ゴミ資源化などの体験、花・花苗　木工製品の販売
【足湯コーナー】さるびの温泉足湯、島ヶ原村温泉足湯
【展示コーナー】地産地消、食の安全・安心に関する展示　
●問い合わせ先／伊賀県民局農政商工部農政・普及室
Tel.0595-24-8141
●主催／いがもん　ほんまもん　うまいもん　まるごと伊賀体験実
行委員会

ＳＡＳ　suzuka autistic study

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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市民プロデューサー企画

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●とき／10月31日（日）AM10：00～PM5：00（雨天決行）
●ところ／鈴鹿ハンター弁天ひろば＆館内センターコート
●内容／ＮＯＶＡのライブ、東太鼓、風神ダンスのほか、鈴鹿の大地が
生んだグルメ、農産物、フリーマーケット。エコロジーでドリーミーな
体験ゾーン＆ゲームなどを催します。なお、バザー品をお持ちくだ
さった方、体験ゾーンをクリアした方には素敵なプレゼントを、環境
○×じゃんけんゲームでは豪華景品を用意してお待ちしています。
●主催・問い合わせ先／みどりの家イベント実行委員会　
Tel.0593-79-3515
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●とき／11月13日（土）AM10：00～PM4：00
●ところ／アスト津3階ミーティングルーム1、2（津市羽所町700）
●内容／ＮＰＯ法人の作り方のポイント、申請の手続きの仕方と法務
局への手続きとその後の運営の仕方。その後の運営の仕方。会計
の進め方とNPO会計ソフトの会計の仕方。対象はＮＰＯ法人になり
たい方、認証をとられた方、関心のある方です。
●申込方法／所定の申込書をFaxで、下記へ。
●申込・問い合わせ先／生活部ＮＰＯ室（担当：中村）

三重県では、外国人登録者数が約40,000人と人口の2％を越え、
言語、文化、習慣等の違いから、教育、医療、労働等生活の様々な場面
で在住外国人が課題に直面しています。こうした課題を解決するた
め、在住外国人との共生社会づくりに継続的に取り組める主体の裾
野を広げるため、在住外国人のためにコミュニティビジネスを起業
する方を育成するセミナーを開催します。
講師は、特定非営利活動法人起業支援ネット代表理事関戸美恵子さ
ん。3回連続のコースでコミュニティビジネス起業のノウハウを学び
ます。対象は三重県在住でコミュニティビジネスの起業に興味のあ
る方。（在住外国人向けにコミュニティビジネスを起業する方を支援
することを目的としておりますので、申し込み多数の場合にはこの分
野での起業に興味のある方を優先させていただきます。）
●とき／11月20日、12月4日、12月18日（土）
AM10：30～PM4：00
●ところ／アスト津3階ミーティングルーム3、4（津市羽所町700）
●参加費／2500円（資料代、当日徴収）　●募集人数／30人
●応募締切／10月29日(金)
●申込方法／申込用紙を三重県国際室まで提出。受講決定者には、
11月5日（金）までに連絡します。
●問い合わせ先／国際室　Tel.059-222-5974
Fax.059-222-5984
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

伊賀で美術や工芸的なもの（立体／素材では土、布、木、金属、その
他使用。平面／写真、油彩、墨、その他使用）作りに関わる人を核と
し、ホームページを作成し、情報発信します。対象は作品などについ
て、1：見せることができる2：作り方などを教えることができる3：販
売することができる。以上の3条件の内1つ以上を満たせる方を考
えています。音楽・芸能の分野でもOK。
●参加方法／以下の情報をE-mailか郵送でお送りください。
【個人情報】
自分の写っている写真（デジタルか普通のプリント）1枚
1：名前、郵便番号、住所、電話、E-mail、HPなどの個人情報。あるい
は名前のみで連絡先等は管理人と指定ください。
2：作家として心がけていること。
3：販売や教室、展示会についての情報。
4：イベント情報。
【作品】
作品などの写真（デジタルか普通のプリント）2枚
1：作品名称、技法や大きさなどの他に特に伝えたいことなど。
2：販売の場合には価格、支払い方法など。
●参加費／無料（受付は登録順です。上位掲載希望の方はお早くど
うぞ）
●申込・問い合わせ先／519-1402　伊賀町柘植町2226
伊賀文化友の会（担当：冨山善夫） 　Tel.0595-45-4479
Fax.0595-45-4479　E-mail　tumiegama@hotmail.com
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

県内の「身近な自然（森林、里山、川、海）」をフィールドにした活動を
行っている団体が中心になって、多くの県民が身近な自然とふれあ
い、様々な自然を体験しながら、豊かな森林
と水について考えるイベントです。イベント
の趣旨に賛同し、森林クリーンウォーキング、
間伐・植樹体験、海辺・河川清掃活動などの企
画・運営に参加する環境ＮＰＯを募集します。
三重環境県民会議は、環境ＮＰＯに呼びかけ、
団体同士をつなぐ形で関わりますので、他の
団体と協働企画の場合、経費支援（支援限度
額3万円）も行います。
●とき／11月20日（土）・21日（日）
●ところ／県内各地の森林、里山、河川、海岸
など（山から海を結ぶ身近な自然）で散策等の自然体験ができると

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●とき／10月26日（火）、11月9日（火）PM1：30～PM4：30
●ところ／三重県総合文化センター
●参加費／2000円（2回分）
●内容／高齢者が自立した生活を送るための住環境を、長く快適に
自宅で暮らすために、楽しく学んでみませんか？夫婦のみの生活、一
人暮らしへと向かう家族の縮小期の住まいを人生設計に組み入れて
いかなければならない時代です。10月は、高齢者住宅の必要性、高
齢者の家づくりのポイント、ティータイム（ホッと語らいのひと時）。
11月は体験談～終の住まいづくり（充実した生活を送るために）、
高齢者に優しい設備を考える、癒しのガーデンデザインを開催。
●申込・問い合わせ先／515-2504　一志郡一志町高野969-8
ＷＡＣ長寿社会住宅研究会（担当：木下）　Tel.059-293-3682
Fax.059-293-3696
ホームページ　http://www15.ocn.ne.jp/̃sumaipuro/
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●とき／10月29日（金）PM6：30～
●ところ／県民交流センタ－　交流スペース
●参加費／200円（お茶お菓子代・要予約）　　
●内容／「国際結婚した女性たち」「学生に戻った女性たち」と続く
シリーズ企画最終回としてキャリアと家庭のバランスを取りながら、
一線で活躍する女性たちから本音を聞きます。ゲストはキャリアプ
レース代表取締役の伊藤登代子さん、フリーライターの千種清美さ
んです。
●申込・問い合わせ先／みえ市民活動ボランティアセンター　
Tel.059-222-5995　Fax.059-222-5971
E-mail　center@mienpo.net

●とき／10月24日（日）PM1：00開場　PM1：30～PM4：00
●ところ／松阪地方県民局6階大ホール（松阪市高町）
●参加費／無料
●内容／補助犬とは体の不自由な人を助けて、一緒に生活する犬の
ことです。補助犬には「盲導犬」「介助犬」「聴導犬」がいます。補助
犬法により公共施設、民間のお店、宿泊施設など、補助犬の同伴者の
受け入れが義務づけられましたが、この法律の存在が知られず、拒ま
れることがまだまだあるのが現状です。今回は、法に基づく全国初の
介助犬として認定を受けたオリーブと共に暮らしている山口亜紀彦
さんを迎えて、お話を伺います。介助犬使用者の講演は三重県初で
す。このほか、小菅幸治さんと盲導犬ラスター、元三重県健康福祉部
次長であり、獣医師である宮本正彦さんにお話いただくほか、琴とフ
ルートの演奏も予定しています。

Fax.059-222-5071
●主催／ＮＰＯマネージメントサポートセンター中部

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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9月5日（日）、桑名郡木曽岬町の北部公
民館で消費者を対象にキッチンハーブの寄
せ植え教室とトマト料理の講習会を開きま
した。約40人が参加しました。この行事は、
県内の農村女性ネットワーク「たべごろ」の
桑員地区のメンバーが中心になって地産地
消のプロジェクト活動を利用して企画しまし
た。県北部の木曽岬町、長島町は県内でも
有数なトマトの産地で、園芸農家も多くあり
ます。そんな地域の農業を身近に感じても
らい、地産地消を進めていこうというもので

トマトをテーマに3回の行事を企画しています。
この日は朝から木曽岬町町民講座のハーブ教室のメンバーと連
携して、料理教室の準備をしました。また、地元の園芸農家が育て
たバジル、ルッコラ、月桂樹などの寄せ植えを楽しみ、料理講習を
しました。昼食は皆で作ったトマトとバジルのピザ、チキンの香草
焼き、ハーブの入ったサラダ、ミントのババロア、たべごろ会員の
作った梨やブドウ、ハーブティーや大安町産のお茶をいただき、交
流会の場としました。交流会では、それぞれの農家が持ち寄った食
材（トマト、お茶、梨）の紹介、志摩町から参加の「たべごろ」会員は
会についての紹介や、地産地消について農家の立場から説明しま
した。また、1回目の小学生トマト収穫体験の企画に協力しても
らった桑名子どもネットの人たちからは、「トマトや畑の野菜がどん
な風になっているのか様子を実際に眼で見たり、はさみで収穫し
たり、トマトを1つずつ湯剥きして食べたり、普段体験できない事
を体験した。また、トマトを嫌いな女の子が甘くておいしいと初め

て丸ごと食べることができた。お母さんが北海道旅行でおいしい
ものをたくさん食べてきたといったら、地元にもおいしいものが
たくさんあると子どもが言った」など、そのときの感想を通して食
育の大切さを参加した皆さんに話してもらいました。食事の後
は、ミディトマトのハウスや観葉植物の温室の農場見学、農産物
ハーブ教室の講師でまちかど博物館にもなっている先生の家や
庭を見学と実りの多い一日となりました。
この日、実施したアンケートの結果は、地元の農産物を購入し
ている人や買いたいと思う人が31人中29人いて、残りの2人は
生産者で地元のものを是非買って欲しいという意見でした。この
ようなイベントでは見本市のように実際に買い物がしたいと答え
た人は全員でした。次回、1月18日のトマトケチャップ作りでは、
たべごろ会員や地元の農産物の見本市も開いて地産地消を勧め
ていきたいと思います。

＊たべごろネットワーク＝個々の農産物、加工品等の有効な販
売チャンスを広げたり、朝市・直売所・農村レストランと連携した
マーケティングの情報発信をする農村女性のネットワークです。
自分たちのできることは何か。ひとりひとりの持っている夢を実
現させるためにお互いに勉強・研究しながら刺激し合い、励まし合
う仲間の集まりです。食文化を大切に、これからの食のあり方に
ついて提案し「地産地消」を基本に消費者に伝える女性の集まり
です。自然を守り、子ども達にも夢を育てる環境を作っていく仲
間の集まりです。誰でも参加でき、自分が選択したことについて
は自分で責任を持つ自主的なネットワークです。

特定非営利活動法人　みえきた市民活動センター
510-0068　桑名市中央町18東和ビル2階
Tel.0594-27-2700　Fax.0594-27-2733
E-mail　fanclub@mie-kita.gr.jp　ホームページ　http://www.mie-kita.gr.jp/

来て見て採って食べてまるごとトマト　トマトとハーブのハーモニー
農村女性ネットワーク「たべごろ」桑員地区　安井早苗　http://www4.ocn.ne.jp/̃tabegoro/

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

三重テレビでは身近な話題を自らビデオカメラ
で撮影しリポートする『住民リポーター』を募集
しています。
サークルや学校のクラブ活動のＰＲ、名物先生、
街の天才少年、隠れた人気スポットなどなど…。
テレビ局のスタッフや新聞記者も知らない『特ダネ』をどんどんリ
ポートしてください！
住民リポーターのコーナーは『ワクドキ元気』（月曜から金曜夕方6
時半から生放送）で毎週木曜日に放送しています。これまでに県内
で活動する100以上の団体が出演し、約300人の住民リポーター
が誕生しています！興味のある方は、気軽に連絡ください。なお、布教
活動や営利活動に関する内容はお断りしています。
◆ビデオカメラは無料でお貸しします！
◆ビデオカメラの撮影の仕方もお教えします！
●問い合わせ先／三重テレビ放送住民リポーター係（担当：平田、藤
井）　Tel.059-223-3360　Fax.059-228-9334
E-mail　hirata@mietv.co.jp
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【『レベルアップ水泳』コース】
●とき／11月11日～12月16日（毎週木曜日・6回）
PM2：00～PM3：30
●対象一般成人。クロールで15M以上25M未満泳げる方。
【『アクアボクササイズ（朝）中級』コース】
●とき／11月11日～12月16日（毎週木曜日・6回）
AM10：00～AM11：00
●対象／一般成人。アクアビクス・アクアボクササイズ経験者。

（財）ポーラ美術振興財団各種助成
●受付期間／10月1日（火）～11月20日（水）消印有効
●助成の対象となる活動／1、若手芸術家の在外研修。2、美術館職員の調
査研究。3、美術に関する国際交流…Ａ.海外美術展、Ｂ.国内開催の国際会議
●対象事業の期間／平成17年4月1日～平成18年3月31日
●応募方法／ホームページから応募要領、及び申請書をダウンロード。または
Ａ4サイズ用紙の入る返信用封筒（140円切手添付）に返信先と希望する対
象分野を明記し、下記まで申請書を申込む。なお、記入済みの申請用紙は必
ず郵送してください。
●問い合わせ先／（財）ポーラ美術振興財団助成係
141-8523　東京都品川区西五反田2-2-3
Tel.03-3494-8237（代）　Fax.03-3493-6293
ホームページ　http://www.pola-art-foundation.jp/

助成財団センターは、助成、表彰、奨学などを行う財団法人・その他の法人などの情報
を収集し、活動内容を広く社会に発信していくことを主な目的としています。その情報
は冊子で刊行されているほか、ホームページやファクシミリサービスでも閲覧できます。
（財）助成財団センター　Tel.03-3350-1857　Fax.03-3350-1858
ホームページ　http://www.jfc.or.jp/

【『アクアビクス（夜）中級』コース】
●とき／11月12日～12月17日（毎週金曜日・6回）
PM7：00～PM8：00
●対象／一般成人（高校生を除く18歳以上）
以下、3コース共
●参加費／5000円　●ところ／水泳場　●募集人数／30人
●申込期間／10月1日（金）～10月17日（日）
●申込方法／水泳場に直接来場するか、往復はがき・FAXに住所・氏
名・年齢・電話番号・コース名を記入し下記まで。インターネットでも
受付ます。申込多数の場合抽選。
●申込・問い合わせ先／510-0261　鈴鹿市御薗町1669番地　
県営鈴鹿スポーツガーデン水泳場　Tel.0593-72-2250　
Fax.0593-72-2260
ホームページ　http://www.garden.suzuka.mie.jp

ころ。
●応募締切／10月6日（水）
●申込方法／参加申込書（参加申請様式）（ホームページからダウン
ロード可）に必要事項を記載し、Faxにて下記まで。
●問い合わせ先／三重環境県民会議事務局　Tel.059-245-
7512　Fax.059-246-7512　E-mail　kenmin@mec.or.jp
ホームページ　http://www.mec.or.jp/kenmin
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三重県内の市民活動団体の人をリレーで紹介していきます。但し、紹介するに当たっ
てはルールがあります。1・同じ地域で無いこと。2・同じ活動分野で無いこと。さてど
んな人がどんなふうに、つながっているのでしょう。多気町長谷にある近長谷寺。国の
重要文化財であるこの寺を中心にまちづくり、人づくりを考える逵昭夫さんから紹介し
ていただいたのは大台町で幅広い活動をされている上野進さんです。

……上野さんはずっと大台町にお住まいですか？
平成5年に広島から帰りました。母の介護が必要になり、経営して
いた会社を後輩に譲り帰省しました。長男の宿命です。平成11年
に退職するまで大台町商工会事務局長を勤めましたが、この間に
色々な立場の人と知り合いになったことが、現在の活動に繋がった
のだと思います。
……商工会でどんなお仕事を？
最初に手がけたのは、大台町商工会活性化のためのビジョンづくり
です。来たばかりですから業者に頼んで仕上げてもらうなんていう
ことは知りませんから、「町」って何だろうと考えました。大台町って
いうけど、「人」が住んでいなければ「山」と「川」ではないか、「人」が
住んでいるから「町」なんだ。だから町の活性化は「住んでいる人の
意識次第」、だから物作りより人づくりが大切なんだ、というところか
ら始めました。自分で調べて書き上げました。ご承知のように大台
町の特産品はお茶です。しかし生産高を金額で表してみると、鶏卵
が一位だったんですね。驚きました。鶏卵は毎日生産されますが、
お茶は一番茶から三番茶まで考えても1シーズン1回ですから当
然の事なのですが。「大台町は今」というタイトルでまとめ上げまし
たが、これが全国商工会連合会を通じて「町づくり研究」の事例発
表会で講演することになるとは思ってもみませんでした。「本日の
講演会では私の話が一番面白い」なんて大見得を切ってやってき
たのですから、今考えれば冷や汗ものです。「自分で書いたのだ
ぞ」という自信が180人余の笑いを集めてしまいました。
……退職後、活動を始めたきっかけを教えてください。
平成12年4月分権一括法が施行なったことから、三重県も「市町
村合併に関する要綱」をまとめることになり、生活者起点の県政とい
うことで懇話会委員として参加しました。翌年には「三重県の分権
型社会を推進する懇話会」に参加、提言をまとめる作業に加わりま

した。今度は、合併なった新しい自治体の中で、それを実現するシ
ステムをどのように確立するか「地域内分権推進システム研究会」
と多くの知人に恵まれ、自己決定・自己責任の新しい分権型社会
実現に向けて、またとない貴重な体験と研究を続けております。一
方自分が生活しているエリアでは、9月17～19日開催の「宮川流
域エコミュジアム全国大会」や「松阪紀勢生活創造圏づくり」での
「街道部会マップ・ウオーク」・「まちかど博物館」など、それぞれが関
わり深い将来への活動にあけくれております。そのきっかけはと聞
かれれば、市町村合併要綱づくり懇話会に招かれたことが発端で
はないでしょうか。
……いくつもの懇話会や研究会、活動に参加して思ったことはあり
ますか？
新しい発想に基づく官民一体のコラボレーションのあり方です。「行
政の立場ではそれはできない」という行政の考え方、「行政にやっ
てもらえばいい行政の仕事だ」という民の習慣。お互いがその地域
で生活する一個人という原点に立って、参画者の立場で物を考え
る意識がなければ何もうまく継続していけないと思いますね。
……分権型社会に向けて、注目すべきことは？
分権型社会とは、各地域が独自の知恵を絞って生きていく住民参
画型社会だと思います。だから当然やる気のない地域は地域間競
争に落ちこぼれてしまう。地域の絶対的な財産は何であるか、環
境・文化・歴史を再検証して先人達の知恵を学ぶべきだと思いま
す。地域の絶対的な財産とは売り買いできない物だと思います。国
や県に頼らず自分達が自分達の地域を経営して行くことが分権型
社会だと思うし、責任を明確にする社会だと思います。

……松韻舎とは、どんな集まりなのですか？
大台俳句会や勢和村俳句会を指導している冨山俊雄先生（俳人

協会会員・春燈燈下集作家）が理事長の「奥伊
勢地域に在住する者に対して、俳句の普及に関
する各種事業を行い、奥伊勢地域の文化、芸術
等の向上推進に寄与することを目的とする」法
人です。
……具体的な活動は？
平成16年1月「特殊非営利活動法人松韻舎」
として三重県知事の認証を受けました。今年度
は9月17日から19日まで開催される「宮川流
域エコミュージアム全国大会」を協賛しました。
昨年は紀勢町で「大内山川・笠木川界隈を詠
む」宮川村で「宮川上流を詠む紅葉狩り五七
五」の合同俳句会を開催、大盛会でした。
……俳句会とは、どんなことをするのですか？
宮川流域や大内山流域を、ただ眺めて楽しむ
だけではなく、しっかり自分の心の中に読み込
み、その作者の思いがいっぱい込められた句を
作ってもらい、俳句会を開催します。
……俳句の魅力は？
俳句は「座の文芸」です。初めて同士でも旧知

上野　進さんに 聞く
まちかど博物館「8ミリ映画機材館」
松韻舎
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古紙100％、白色度83.5％の紙と環境にや
さしい植物性大豆インキを使用しています。

市民活動・ボランティアにュースに情報を提供される際、以下
のことにご注意ください。
（1）原稿はにュースにそのまま掲載できる状態にして、毎月15
日までにお送りください。
（2）送付はE-mailもしくはFaxで。その際、「市民活動・ボラン
ティアにュースへの掲載のお願い」と件名を明記してください。
Fax.059-222-5971　E-mail　seiknpo@pref.mie.jp

転載を希望される場合は必ずＮＰＯ室に連絡してください。

の親友のごとき交流が生まれます。無記名であつめ清記された俳
句の中から、自分の印象に残った句を選びます。それを集めて公
表、作者が名乗り上げ、賞が与えられたり、楽しく合評したりする先
生も生徒もない極めて公平な文芸サロンです。

します。紹 介上野　進さんはこの人を

渡邊幸宏さん
宮川流域案内人として、竹を中心とした緑のNPO活動を行うほ
か、斎宮歴史博物館で語り部のボランティアとしても活躍中。

上野さんの喫茶店は宮川流域案内人の屯所であり、
8ミリ映画機材館でもあります。

……今後はどのような活動を？
宮川流域を詠む俳句会を、四季を通じて各地で開催、そのときどき
の作品を例句にした、「宮川流域俳句歳時記」を作って、日本一の
清流から全国へ発信したいですね。

……まちかど博物館館長もやっておられるとか？
個人の技やコレクションを自分だけの楽しみとして閉じこめておか
すに、広く公開展示して、地域の交流拠点にしようという試みがまち
かど博物館で、三重県では伊賀・津・桑員・河崎・東紀州他の各地
区で展開されています。私の店は松阪・紀勢界隈まちかど博物館
として現在20館の内のひとつ、日本の8ミリ映画50年の歴史の中
の代表的な名機を展示しています。まちかど博物館同士がネット
ワークを組めば、地域間の交流拠点として面白い活動が出来ると
楽しみにしています。
……たくさんの機材がありますが、自分で集められたのですか？
いいえ、使ってきたものばかりです。名品・珍品もあり今でもフイルム
さえ与えれば映画ができますよ。
……お客さんはどんな方がみえますか？
自分の欲しいカメラの前で、来るたび手を合わせて拝む人がおりま
す。自分の物になるまで拝み倒すのだそうです。こまったことであり
ます。俳句仲間、エッセイグループ、写真グループ、宮川流域案内
人、国道42号を走っていて看板をみてバックしてくる人、映画好き
の若者グループなどです。
……知人が集まって、長居をすると喫茶店主としては困るのでは？
全然商売になりませんね。もともと商売にならぬとは思っていました
がその通り。赤字を年金内でやりくりして、いかに交流の拠点を守

ずらりと並ぶカメラや映写機。

り抜くか、館長の腕の見せどころだとおだてられて、老人ホームでお
世話になるよりもましかなあと、ボケ防止に徹しています。
……上野さんはどんな映画を撮っていたのですか？
広島におりましたから原爆がらみのドキュメンタリーでした。インドネ
シアのスカルノ大統領が国策として日本に発注した幾隻かの貨物
船に備えるために、起工式から進水式、引き渡しまでを、8ミリで記
録映画を作るという、とんでもない注文をもらったこともあります。
……映画の取り方を教えて欲しいという依頼もあるのでは？
広島時代はフジフイルム、シングルエイト友の会の指導を、月一回
15年。手作り教育映画講座を山口県教育委員会視聴覚センター
で8年間、その他結婚式、ビル建設の記録等、いろいろやらされま
したが、作る過程が楽しいので、完成品を渡してしまうことはなんと
も思いませんでしたしょせんは「楽しみカス」ですからね。
……三重に戻ってからは？
町教育委員会から依頼されて、公民館活動の一つとして一年間
「ホームビデオ講座」を担当しました。現在は宮川流域ルネッサンス
関係の記録ビデオの制作やら編集やらというところです。
……ほかに手がけている作品は？
宮川の自然を撮りたいですね。それからそれぞれの友だちが自分
のお通夜に、参列した皆さんに見て貰うための元気なときの映像記
録集、上映して回ったらこんな功徳はない、楽しいだろうと思いま
す。そんなことを考えるより、自分のを作っておく方が正解かもしれ
ませんがね。

●
まちかど博物館「8ミリ映画機材館」
特定非営利活動法人　松韻舎事務所
自家焙煎コーヒー喫茶　ラ・メール
住所／多気郡大台町粟生720　
Tel.0598-83-3777
Fax.0598-82-1763
E-mail  la-mer.@ma.mctv.ne.jp　


